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人数（人） 35人程度まで 時間 1.5～2時間

対象 どなたでも 時期 通年

場所

指導形態

安全管理

施設から貸出

団体で準備

確認事項

【屋内活動】

①コートの広さを確認
・４隅に三角コーンなどの印を置く

②説明を聞く

③練習

④ゲームを行う
・投げる順番やスキレットの起こす向きなど
　グループ内で相談しながらゲームを行う。

⑤まとめをする。
・活動中に感じたことや感想などを
　自由に話し合う

⑥片付け、掃除、点検
みんなで片付けや使った場所の掃除をする。

○時間が許す限り何ゲーム行っても良い

留意事項内　　容

○ゲームのルールや進め方、得点の取り方
・実際に活動をしながら説明する。

○注意事項
・投げ方、道具の取り扱い方

○マナー

〇得点を競い合うことだけでなく、ゲーム
をみんなで楽しむことも大切にする。

〇引率者は、活動中は自分の周辺での
安全を含め、見守りを行う。
※職員は様子を見て回る。

内容

活
動
前

○職員と打ち合わせを行う
・ねらい、活動場所、終了時刻の確認
・物品の受け渡し

〇グループ編成、対戦チーム分けを事
前に考えておくと良い。

モルック（屋内）

ねらい
○参加者の交流、レクリエーションの一環として気軽に楽しむ。
○ルールやマナーを守ることを学ぶ。

準　備

○モルック一式…1～8セット
　＜一式の内容＞　・モルック（1本）、スキットル（12本）
　　　　　　　　　　　　　・スキットル配置シート、得点表シート、ルール説明カード（各1枚）
○室内用カバー…1～4セット
○足元の目印（三角コーンなど）

　　　　自主活動　　　　・　　　　事前の説明のみ　　　・　　　　直接指導
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引率者による監視と職員による巡回

画　像

　体育館または多目的ホール

○フィンランド発祥のスポーツゲーム
○モルック（棒）を投げて、スキットル（数字が書かれたピン）を倒す。
　　倒れた本数などで、得点を競う。

〇季節に合った活動しやすい服装　○体育館シューズ（体育館使用の場合）

〇１チーム何人でもよいが、人数が多いほど投げる回数は少ない。
　　（活動しやすい人数、チーム数：１チーム４人程度まで、2チームで1セット使用）
○自主活動で実施する場合は、説明カードをもとに取り扱いやルール、マナーについて
　 確認したうえで道具を貸し出す。
○活動に慣れるまでは、職員または講師が審判として支援することもできる。
○練習の状況やゲームの進行状況によって、ゲームの難易度を調整しても良い。

概　要

＜評価ポイント＞

・仲間への思いやりをもつことができたか

・決められたルールや、相手チームへの

マナーを守ることができたか

屋内用は、ラバーをつけます。


